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      カスタムステップ（変換）オブジェクトを作成してAFPデータをPDFデータに変換する

      
         AFP入力ファイルを取り込みPDFデータに変換し、出力を印刷せずにハードドライブ上の位置に保存するInfoPrint Manager Web アドミニストレーションインターフェースから、データストリーム変換オブジェクトを定義するには、以下の手順で行います。
         	InfoPrint Manager Web アドミニストレーションインターフェースを使用し、InfoPrint Manager サーバーに接続します。
	左側のオブジェクトパネルで、サーバータブをクリックします。 
	メニューアイコン（）をクリックし、カスタムステップ（変換）... を選択します。
	右上の新規ボタンをクリックします。
	変換の作成ダイアログで、オペレーティングシステムに応じて、次の図に示すフィールドに入力します。これらの値は、AFP入力データをPDFデータに変換し、出力をafp2pdf-o フラグの値で示されるファイルに保存する変換を作成します。また、これは%n置換変数があるために、元のファイル名を使用し、変換されたファイルに名前を付けます。
	ジョブを印刷しないため、最後のステップをクリックし、この変換を終了することを示します。
                  
                     ［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ：AFPデータをPDFデータに変換し、後にWindowsで使用できるように保存する変換を定義します


                  
                     ［新規カスタムステップの作成（変換）］ダイアログ：AFPデータをPDFデータに変換し、後にAIXおよびLinuxで使用できるように保存する変換を定義します


               

            
	OKをクリックします。 InfoPrint Managerは、名前フィールドで指定した名前で変換オブジェクトを作成します。この変換値を確認するには、サーバータブでメニューアイコン（）をクリックし、カスタムステップ（変換）...オプションを選択します。

            


         
            
               

                            注意: 	afp2pdf変換のインストールと使用方法については、RICOH InfoPrint Manager AFP2PDF Transform機能：インストールと使用方法を参照してください。


            

         
      

      
         
            上位層のトピック： カスタムステップ（変換）オブジェクトを作成する例
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